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☆第１８回全国大会開催のご案内☆ 
                            第１８回全国大会実行委員会 

委員長 河西 宏之（東京工科大学） 
本学会の第１８回全国大会を、下記の通り開催いたします。 
 開催内容については、既にお手元にお送りしてあります「第 18 回全国大会プログラム」の通りで
ございます。会員の皆様におかれては、学・官・産・各界の方々をお誘い合せうえ、多数のご参加を

賜りますようお願い申し上げます。 
 
 
 

統一テーマ 

『メデイアが結ぶ安心・信頼社会』 

 
 
  [開催期日] 平成１５年１０月１０日（金） 10:00～19:00 (受付開始 9:30) 
                       ＊会員総会・表彰式 16:10～17:00 
                       ＊懇親会 17:10～19:00    
        平成１５年１０月１１日（土） 10:00～19:00 (受付開始 9:30) 
  [会  場] 東京工科大学   
       ＊最寄り駅 横浜線 八王子みなみ野駅（スクールバス→東京工科大学）  

  [大会事務局] 東京工科大学 庶務課 〒192-0982 東京都八王子市片倉町１４０４－１ 
           ＴＥＬ 0426-37-2111  ＦＡＸ 0426-37-2112 

[参加費と懇親会費]    
区 分  参 加 費 懇親会費 
会 員 事前振替申込 ５，０００円 ３，０００円 

 当日受付 ６，０００円 ３，５００円 
（学生） 事前振替申込 ３，０００円 ３，０００円 

 当日受付 ３，５００円 ３，５００円 
非会員 事前振替申込 ５，５００円 ３，０００円 

 当日受付 ６，５００円 ３，５００円 
＊郵便局振替口座 日本社会情報学会全国大会事務局 

（００１４０－４－１４９００２） 
 

☆会員総会開催について☆ 
 

平成１５年度・会員総会が、下記の通り開催されます。 
正会員の方々には、既に、別途ご通知を申し上げておりますが、是非ご参加の上、本学会 
事業計画等にご助言・ご提言を戴きたくお願い申し上げます。 
なお、今回は、新会長・役員の承認、評議員規則改定等々の重要な議事がありますので、 
万障お繰り合わせのうえ、ご出席を重ねてお願い申し上げます。 
 
［開催期日］ 平成１５年１０月１０日（金）16:10～17:00 

［会  場］ 東京工科大学 片柳研究所棟 地下１階 B０１ ＊全国大会会場 
［議  事］ 平成１５年度（事業報告、収支決算報告） 

平成１６年度（事業計画案、収支予算案） 
          新会長・新役員の承認、他 

 
－１－ 
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☆ 理 事 会 報 告 ☆ 

 

［第４回理事会］ 

 ＜日 時＞  平成１５年５月８日（木）１８：００～２０：３０ 

 ＜会 場＞  ジャパンシステム㈱ 第１会議室 

 ＜出 席＞ 理事 出席 ８名＋委任 ２６名 ＊理事会成立 理事：２／３=３３名以上 
太田 敏澄（副会長・議長）、遠藤  薫（副会長・学術委員長）、 
福田 豊（企画委員長）、武藤 茂（総務副委員長）、小林 登、茶谷 達雄 
前田 隆正、村上 幸栄、五藤 寿樹、平林 幹朗 
一瀬 智司（監査人） 

財部 忠夫（九州支部長）、坪井 利憲（全国大会） 

            高橋 亨寿、梅原 寿夫、味水 祐毅  

 ＜議 事＞  １．理事選挙について。 

・理事候補者推薦投票結果報告。 

・理事候補者の確定。 

・今後のスケジュール。 

２．第１８回全国大会について。 

   ・組織委員会構成、実行委員会構成。 

   ・準備状況。 

４．各委員会報告。 

５．他 

・入退会会員承認  ・日本学術委員会(会員推薦等) 

 

［第５回理事会］ 

 ＜日 時＞  平成１５年７月１日（火）１７：００～１９：００ 

 ＜会 場＞  東京工科大学 片柳研究所棟１５階 第１会議室 

 ＜出 席＞ 理事 出席 ８名＋委任 ２６名 ＊理事会成立 理事：２／３=３３名以上 
太田 敏澄（副会長・議長）、遠藤  薫（副会長・学術委員長）、 
福田 豊（企画委員長）、武藤 茂（総務副委員長）、 
田村 紀雄、小向 鋭一、五藤 寿樹、平林 幹朗 

小郷 直言（関西支部長）、河西 宏之・坪井 利憲（全国大会） 

            高橋 亨寿、梅原 寿夫、味水 祐毅  

 ＜議 事＞  

１．第１８回全国大会について。（全国大会実行委員会 河西委員長、坪井副委員長） 

     議事に先立ち、全国大会の各セッションごとの教室・会場を視察し、確認した。 

      １）プログラムの決定。 

         基調講演、特別セッション、研究発表等々の確定状況の報告があり了承した。 

      ２）開催準備状況について、実施項目・内容の実施予定一覧表にて、確認された。 

－３－ 
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３）当日の運営について。 

２．各委員会（総務・企画・学術・表彰）・支部の報告     

      

 ３．理事選挙管理委員会 

・理事選出投票開票結果報告 

４．その他。 

    ・新入退会承認  ・教員公募（電気通信大学要請） 

 
［第６回理事会］ 

 ＜日 時＞  平成１５年８月２８日（木）１７：３０－１９：００ 

 ＜会 場＞  電気通信大学 Ｐ棟５Ｆ  ５１７号室 
 ＜出 席＞ 理事 出席 ６名＋委任 ２８名 ＊理事会成立 理事：２／３=３３名以上 

太田 敏澄（副会長・議長）、福田 豊（企画委員長）、小菅 敏夫（表彰委員長） 
小林 宏一、五藤 寿樹、平林 幹朗 

坪井 利憲（全国大会）、梅原 寿夫 

 ＜議 事＞  
１．第１８回全国大会について。  

開催準備状況、プログラムの確認 
当日の運営（会場設営、進行、役割分担） 

         ＊次期開催校の決定。 
           次年度（第１９回・2004年）は、電気通信大学を第１候補とする。  

    地域での開催も考え、2005年に「関西支部」での開催も検討する。 
２．次期理事の確認・承認。 
   ＊会長推薦理事の承認 
３．会員総会の議案審議。 
   ・１５年度事業報告、収支決算 
   ・１６年度事業計画、収支予算 
   ・規則の改正  評議員規則、表彰規則、他 
   ＊次回理事会（10/1）に、各常任委員長から提出された上記項目について審議 

し、総会への提案内容を決める。 
４．平成１５年度学会賞の確定。 
  社会情報システム貢献賞（２件）、大学院学位論文賞（２件）、優秀論文賞（１件） 
  優秀文献賞（１件）の推薦があり、承認した。 
５．各委員会の報告     
６．その他 

 
 
 

－４－ 



日本社会情報学会通信  Vol.18  No.3       日本社会情報学会                           2003.9.25 
 

☆ 研 究 会 報 告 ☆ 
 

[第８８回定例研究会]  
 

日 時 平成１５年６月４日（水）１４：００～１６：３０ 
会 場 電気通信大学大学院情報システム学研究科棟２Ｆ２１５号室（中会議室） 

          〒182-8585 東京都調布市調布ヶ丘１－５－１ 
           

テーマ：「環境問題への社会情報学的パースペクティブ」 
          講演１ 『環境問題と複合的社会情報モデル』 
                遠藤 薫（学習院大学法学部教授） 
          講演２ 『環境情報のガバナンス：監視、情報公開、説明責任』 
                新川達郎（同志社大学大学院総合政策科学研究科教授） 
          講演３ 『環境政策を選ぶための情報の集約と開示はどうあるべきか？ 
               ～不確実性のもとでの合意形成手法の開発を念頭において～』 
                富山慶典（群馬大学社会情報学部教授） 
          講演４ 『環境問題に対するエージェントアプローチ』 
                松井啓之（京都大学大学院経済学研究科助教授） 
      司 会：太田敏澄（電気通信大学大学院情報システム学研究科教授） 
 
 

[第８９回定例研究会] 
 

森ビル株式会社（本学会団体会員）様のご協力により、マルチメディア時代の全く新しい都市機能

として誕生した「六本木ヒルズ」において、近未来の生活環境の方向性と課題を検討する研究会を

実施致しました。 

   日 時  平成１５年７月１７日（木）1３：００～１６：３５ 
   会 場  森ビル株式会社 アカデミーヒルズ内 ルーム名：『ステップ１』 

（港区六本木6-10-1 六本木ヒルズ森タワー４９階） 
  

 
[第２回情報政策研究会] 

 
   日 時  平成１５年４月１１日（金）1４：００～１６：３０ 
   会 場  ジャパンシステム㈱ 会議室 
   テーマ  「ブロードバンド時代のコンテンツ産業の課題と展望」  

         経済産業研究所コンサルティングフェロー 

岸本 周平 氏（財務省理財局国庫課長） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－５－ 
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☆ 委 員 会 報 告 ☆ 
 
【総務委員会】 

＜第２回＞ 

日 時  平成１５年６月１６日（月）18：00～19：30 

場 所  ジャパンシステム㈱ 2階 第一会議室 

 

 ［出席者］ 武藤副委員長、斎藤委員、坪井委員、前田委員、村上委員、味水委員、平林事務局長 

 ［議 事］ 

１．学会規則の見直し 

① 評議員規則 

・総務委員会として、以下の案を提案する。 

（第 1 案）少人数（全体で 10 名程度、教育：5 名以内、企業：3 名以内、行政：3 名以内、その

他：3名以内）（メンバーは会長、副会長、常任委員長から推薦、理事会承認） 

（第 2 案）現行修正案（全体で 30 名程度、大学：所属会員 5 名以上の大学から各 1 名、地域：

各 1名、団体：10 名程度） 

（第 3案）廃止 

 

・その他：年度初期の実施を求める。 

     会員の提案・意見の反映については、ＨＰの活用を検討する。 

② 理事選出規則 

・今後、引き続き検討する。 

③ その他 

   ・会長代行：代行者順位について、副会長のなかから会長が指定するとし、定款に明記する。 

   ・表彰規則：「秋山賞（仮称）」について、定款に明記する。 

   ・他団体等からの後援等の承諾手続き：後援、協賛については会長及び関係常任委員長の承諾を

必要条件とし、共催については理事会の承諾を必要条件とする。 

２．メールによる会員への案内について 

   ・理事会、会員総会の委任状：返信メールでの委任状を承認することとする。 

  

＜第３回＞ 

  １．開催日時   平成１５年９月１１日（木） １７時～１９時 

  ２．会  場   ジャパンシステム㈱ ２階  第一会議室 

              

  ３．議事 

  １）学会規則の見直し 

評議員規則／理事選出規則  ・表彰規則  「秋山賞(仮称)」の追加。 
 

      ２)総会提出議案について。 

・ １５年度事業報告 

・ １５年度収支決算 

・ １６年度事業計画 

・ １６年度収支予算 

 

      ３)事務所移転について。 

     ４）今後のスケジュールについて。 

理事会／総務委員会／会員総会 

  ＊上記の審議内容を次回理事会に報告及び提案する。 
 

－６－ 
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【表彰委員会】 

＜第２回＞ 

  １．開催日時   平成１５年５月２８日  １８時～１９時３０分 

  ２．会  場   ジャパンシステム㈱ ２階 第二応接室 
  ３．表彰委員  
   委員長 小菅 敏夫□ 

功労選考委員 
 前田隆正 村上幸栄 北村歳治 尾関敬二 平林幹朗 
文献論文選考委員 
遠藤薫 小林宏一 廣松毅 廣川聡美 刀川真 

                      ＊梅原寿夫(電子文書電子申請推進協議会) 

  ４．議事 

     １)「秋山賞（仮称）」の検討。 

     ２) 各賞候補者推薦状況について。 

     ３）他 

 
＜検討事項：参考＞ 
［１］「秋山賞(仮称)」について。 
   １．「電子文書電子申請推進協議会からの申し入れ」趣旨説明。 

    ＊梅原寿夫(電子文書電子申請推進協議会) 
    ＊確認：５／８理事会にて、詳細を表彰委員会で検討すること。 
   ２．基金受入の学会規則、法的問題等。 
   ３．賞の名称。 
     日本社会情報学会「秋山穣賞」or「秋山賞」 
   ４．賞の位置づけ 
   ５．表彰の対象。 
     既存の賞の対象・分野を包含、統括するもので、個別分野・総合的分野でも、既存の賞 

を超えて、「社会情報（学）」の進展に、特に、顕著なものを対象とする。 
   ６．運用について。 
    基金を設置し、特別会計で経理する。 
    運用責任者  表彰委員長   
     ＊選考委員会構成 
       ・学会員のほか、外部の関係者 
       ・表彰委員会委員 
   ７．施行・実施。 
    次回理事会（７／１）で承認。 
    平成１５年１０月１０日開催総会で承認→平成１６年度より実施。 
   ８．他 
    ・協議会への回答 
   ＊なお、実施要綱等の詳細については、次期理事会、表彰委員会で定める。 
 
［２］表彰委員会事業について。 
   今年度の各賞の推薦状況について説明と推薦数。 
    ・予算、表彰方法等 
 
    ・次年度の表彰項目、内容について。 
 
  ＊上記の審議内容を次回理事会に報告及び提案する。 
 

－７－ 
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今年度、本学会が設立趣旨に賛同し、参加した「横断型基幹科学技術研究団体連合」の吉川弘之会

長が、創立にあたって述べられた「巻頭言」を掲載します。なお、横断型基幹科学技術研究団体連合 
につきましては、ホームページ（http://www.trafst.jp/index.html）をご覧ください。 
 

[巻頭言 横断の歴史的使命] 
 

横断型基幹科学技術研究団体連合 
    会 長  吉川 弘之 
（独立行政法人 産業技術総合研究所 理事長） 

 
 日本学術会議は科学者を代表するものであるが、この場合の科学者は７０万人いるとされている。

それは日本学術会議の２１０名が選び出される母体としての学協会で研究を行っているものの数であ

る。選出は学協会の推薦を基本としているのであるが、それに関与する「登録学術研究団体」は１、

４００に及ぶ。 
 ７０万人が１、４００の学会に属しているのだから平均５００名であり、それに対応して登録団体

となるために、人文社会系で１００人，農２００人，理３００人，工・医５００人が最低構成人数と

して定められている。 
 日本学術会議の会員となって改めてこの数を見たとき、私は少なからず衝撃を受けた。登録されて

いる学会の数（１９９７年当時で１２２１）があまりに多い。そして学会の構成員があまりに少ない。

学会というのは、学問領域に対応するもののはずであるから、このように多数の「領域」が存在する

ことに驚かされたのである。学問が社会的に機能を求められている時代に、細分化された領域はそれ

ぞれどんな機能を持ち得るのであろうか。とくに現代において学問が必要となる課題は複雑で統合的

である。私はそこで、「俯瞰的視点」の重要性を主張せざるを得なかった。 
 幸い俯瞰的視点という考え方は日本学術会議で受け入れられ、一般社会でも広く使われるようにな

った。しかし、この視点をどのように作り出すかについては、未だ十分な方法があるわけではない。

この時期に、計測自動制御学会などが中心となって「横断型基幹科学」を提案したことはまことに時

宜を得たものであり、大きな発展が期待される。 
 ところで学会は何故このように細分化されるのであろうか。会員数が数百人では、そこでの関心事

は特定の研究課題か、一つの学説なのではないかと考えられる。学問領域というのは、それ以上抽象

化されると意味を失うまで十分抽象化された概念によって、できるだけ多くの個別事象を包含し、し

かも抽象化によってそれらの事象が共通の方法で取り扱われるようになったものであり、包含される

個別事象が多ければ多いほど、その領域の価値が高い。従って、抽象化によって起きてしまう意味の

喪失の阻止と、包含する事象の数の最大化との均衡において領域は辛うじて成立するもののはずであ

る。１、４００の学会が、その苦しみの中にあるかどうかは別として、細分化の歴史を考えてみよう。 
 学問のはじまりは分類である、と言われることがある。確かに学問は対象を理解することを一つの

条件としているから、異なる対象を区別することはその基本である。そして、その分類の視点によっ

て独自の分類の体系ができ、それは独自の領域と言ってよい。代表的なのはアリストテレスの動植物

の分類であるが、視点を明確に定めることによって成功したのがリンネの植物分類学である。 
 成功というのは、リンネがすべての植物を包含し、分類を厳密に階層化して示すことにより、抽象

的な体系を作り得たからである。しかしこの場合、最も抽象的な類は「植物」ということになって意

味は空白となってしまい、そこから具体的な植物を生み出すことはできない。 
 アリストテレスを批判するカッシーラーは、直観による抽象は不毛であるとし、数や空間概念など

に導かれてする抽象が現在の学問領域を生むと言う。運動の抽象によって二次方程式を得れば、パラ

メータの変更によって円や楕円が得られる。円や楕円は，具体的な運動である。 
 学問領域というのは、前述のように抽象化によって普遍的理解を生む方法を持っているが、その理

解の結果、再び具体的なものへ「帰って」行けるかどうかが問題である。カッシーラーの指摘はその

意味で重要であるが、彼の例は楽観的過ぎる。多くの学問的研究によって、私たちは具体的なものを 
 

―８― 
 



日本社会情報学会通信  Vol.18  No.3       日本社会情報学会                           2003.9.25 
 
深く理解するようになった。それは非常に多くの法則を手にしたことを意味している。 
しかし、これらの法則から必要なものを選び、再び具体的なものへ帰って行く道筋を私たちは知ら

ない。その理由は、カッシーラーが考えていたのは同じ領域へ帰ることだったのだが、実は彼が考え

ていたよりも遥かに多くの領域が生み出されたのであり、しかも当然のこととして、帰るべき現実と

は多くの領域にまたがって存在しているものであり、円や楕円はその意味では現実ではなく、領域内

に止まる依然として抽象度の高い要素に過ぎないということになるであろう。科学者たちは長い間こ

のことを考えて来た。たとえば国際科学会議(ICSU)が、既に 1931年に学問領域の交流をその最重要
な目的として設立されたのである。学問領域の細分化は、避けられない傾向であり、従ってそれに対

応する方法を常に案出し続ける必要がある。横断型基幹科学は、その意味で歴史的な使命を持つもの

と考えるべきである。                      
         (2003年 4月 7日受付) 

 
 
 
     「２００４年情報学シンポジウム」口頭発表およびポスター発表論文募集 
                     － ユニバーサルとユビキタス － 
 
本シンポジウムは、ネットワーク化社会における情報の円滑な流通と高度な利用の促進を目的に、

１９８４年以来毎年開催してまいりました。例年、研究・開発者と利用者が交流し、情報・知識の利

用に関するアイディアや知見を交換する場として、多くの方々に参加いただいております。本年度も、

日本を代表する研究者・技術者を招待して、上記テーマに関する最新の研究開発状況と今後の 
課題・展望を講演いただくとともに、以下の要領で論文を募集する運びとなりました。 
多数のご投稿をお待ちしております。 

 
日    時    平成 16年 1月 15日(木)・16日(金) 
会    場    日本学術会議講堂(東京都港区) 
共同主催(予定)  日本学術会議 情報学研究連絡委員会、情報工学研究連絡委員会 

                 情報処理学会、国際学術連合 科学技術データ委員会 
                 人工知能学会、日本医学会、日本化学会、日本数学会 
                 日本地理学会、日本物理学会、情報知識学会、日本生物物理学会、 
                 日本ソフトウェア科学会 
後援(予定)      科学技術振興事業団、化学情報協会、計測自動制御学会、 

                 国立情報学研究所、情報科学技術協会、情報通信学会、 
                 電子情報通信学会、日本医療情報学会、日本機械学会、 
                 日本金属学会、日本原子力学会、日本材料科学会、 
                 日本材料学会、日本社会情報学会、日本生化学学会、 
                 日本電信電話、日本動物学会、日本農学会、 
                 日本分子生物学会、日本分析化学会、日本薬学会 
＜論文募集要項＞ 
・トピックス 

   近年の情報処理技術やネットワーク技術の急速な発達に伴い、場所を問わず多様な利用者がコンピ
ュータやネットワークを使用できる環境が整ってきた。分散処理、ユビキタスコンピューティング、

個人情報保護、ディスアビリティのコンピュータ利用、デジタルデバイドの解消、またWebページ
のユーザビリティなどが各々の分野で重要な研究対象となっている。このような「どこでも誰でも」

コンピュータを有効に利用することができるためには、情報工学をはじめとする理工学、人文科学、

社会科学といった分野の枠を越えた研究成果の交流による新たな発展が期待されている。そこで今

回のシンポジウムでは、様々な分野で優れた業績を上げている内外の研究者にご講演いただくと共 
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に、最新の研究成果を発表する論文を多様な分野から募集する。 
中心とするトピックは以下の通りであるが、本シンポジウムのテーマに沿った論文であれば下記

以外でも構わない。 
 
   (1)どこでも利用できるコンピュータとネットーワーク環境を目指す技術分散処理，ユビキタスコ

ンピューティング，モバイルコンピューテング， 
      携帯電話を用いた情報検索，ウェアブルコンピュータ，計算資源の共有，グリッドコンピュー

ティング，キャンパスグリッドなど 
 
   (2)誰でも利用できるコンピュータとネットワーク環境を目指す技術 
      ディスアビリティに対するWebインタフェース，高齢者向けのWebインタフェース，ホーム

ラウンドセキュリティ，ユニバーサルデザイン，ネットワークセキュリティ，Webユーザビリ
ティ，アフォーダンスなど 

 
   (3)身近にコンピュータが存在する社会に関わる研究 
      デジタルデハイド，情報リテラシー教育，個人情報保護法案，心の情報処理，高齢者とコンピ

ュータなど 
 
   なお、発表内容はシンポジウムの趣旨に沿うものであれば既発表であっても構わない。 
 

[応募方法] 
   論文の題目と概要(100字以内)、氏名、連絡先、職名を明記して下記へ申し込むこと(発表者に○印
を記入 )。また同等の内容を応募締切までに電子メールでプログラム委員長 (赤峯享
s-akamine@ak.jp.nec.com)に送付すること。 
 その際，口頭発表およぴポスター発表のいずれを希望するか，また，口頭発表が認められない場合

ポスター発表として発表することを希望するかどうかについても記述すること。 
 
・スケジュール  (1) 応募締切      平成 15年 10月 21日(火)必着 

                 (2) 採否通知      平成 15年 11月 5日(水)までに発送 
                 (3) 最終原稿締切  平成 15年 11月 28日(金) 
 
・申込/照会先   (社)情報処理学会 シンポジウム係, E-mail: sig@ipsj.or.jp 

 
(郵送の場合)  〒108-0023 東京都港区芝浦 3-16-20 芝浦前川ビル 7F 

                       Tel：03-5484-3535 Fax：03-5484-3534 
 

・参加費(予稿集代として)(予定) 
               共催学協会員:10,000円、学生:2,500円、一般:15,000円 
 
※本シンポジウムに関する最新の情報は下記 URLをご参照ください． 

           http://www.ipsj.or.jp/katsudou/sig/sighp/fi/ 
 
＜シンポジウム実行委員会＞ 

    情報処理学会 情報学基礎研究会 
    実行委員長: 原田隆史(慶應義塾大), E-mail: ushi@slis.keio.ac.jp 
    プログラム委員長:  赤峯  享(NEC), E-mail: s-akamine@ak.jp.nec.com 
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☆ 事務局たより ☆ 
 
  平成１5年度の各種事業も、１０月１０日・１１日開催の全国大会で終わろうとしてお
ります。 
各会員の皆様のご協力により、日頃、事務局業務へも一方ならずご協力を戴き厚く御

礼申し上げます。 
 

 
§会費納入のお願い 
   
 
今年度の会費をご請求させて戴きましたが、まだ、ご事情により納入戴いてい 
ない会員の方々がいらっしゃいます。 
  特に、過年度の会費が未納の会員の方へ、再度、ご確認の上、ご納入のほどお 
願い申しあげます。 
ご承知のように、本学会の運営は、会費収入で行われております。会費収入が 
滞りますと、事業運営に多大な影響を及ぼします。 
また、今年度は理事選出選挙が行われます。過年度の会費が未納会員は選挙権 
も失いますのでご留意ください。主旨ご理解の上、重ねてよろしくお願い申しあげ 
ます。 

 
 
 
  ※通信費削減への協力のお願い（再） 
    各種ご通知・ご案内を封書にてさせて戴いていておりますが、少しでも通 

信費予算を削減し、より充実した研究会・学会誌等に充当致したく、メール 
でのご案内を考えております。 
主旨ご理解の上、メールでの各種案内が可能な会員の方々のご協力をお願 
い致します。 
ご承諾戴ける会員の方は、事務局へメールにて、「メール承諾」を戴きたく 
お願い申し上げます。 

  ☆現在、メールにてのご案内をご承諾戴いている会員は、２００名です。 
 
§会員皆様からの学会の運営・事業・組織拡充に対するご意見、ご助言を戴きたくお願い 
 申し上げます。  宛先   FAX  03-3795-9911  E-mail  jasi@jade.dti.ne.jp 




